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概要
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システムのイメージ

土砂化（輪荷重による破砕）の可能性があることから、
長寿命化（遮水＋排水）が必要と考えられます。

橋梁診断支援
AIシステム入力 出力（例）

橋梁諸元
・環境条件

点検結果１から「疲労」 の可能性
点検結果２から「土砂化」の可能性
点検結果３から「土砂化」の可能性
環境条件１から「塩害」 の可能性
環境条件２から「凍害」 の可能性

直ちに抜け落ちの可能性は低い

点検結果２と点検結果３ から「土砂化」と特定

舗装下面に滞水しているが、かぶりコンクリートの土砂化には至っ
ていない状態であると考えられます。【特徴①】

熟練技術者が
点検時に着目
するポイント
を入力項目に
設定

【特徴②】熟練技術者の診断ロジック
を体系化、システム化
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滞水
（浸透水）

①健全 ②湿潤～初期劣化 ③土砂化 ④深層土砂化、陥没

（損傷なし） 長寿命化（予防保全） 延命 危機管理

損傷の推定

措置方法の提示

損傷の進行度（状態）の推定

緊急対応の必要性判断

損傷の特定

（必要に応じて）詳細調査の入力

点検結果

詳細調査
の結果
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システムを用いた診断例

点検結果の入力

状態の出力

展示で実際のシステム
を体験できます。
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熟練技術者の診断ロジックの体系化

土砂化

土砂化が上部
鉄筋まで到達

圧
力

大
水
圧

滞水した
土砂化層

陥
没遊離石灰 遊離石灰

舗装施工目地

アスファルト舗装

コンクリート中の空隙

RC床版の土砂化（輪荷重）の損傷メカニズム（推定）

①健全 ②湿潤～初期劣化 ③土砂化 ④深層土砂化、陥没

アスファルト舗装

液体のため収縮できず
モルタルを破砕

滞水
（浸透水）

メカニズム 点検における
着目点

診断に必須な
詳細調査

診断の決め手
となる情報

措置の
方針 工法例

②湿潤～
初期劣化

•舗装の異常
•床版下面、排水ま
す周辺からの漏水

•舗装下面の滞水
•車道部の舗装下の
滞水、表層コンク
リートの湿潤状態

長寿
命化 床版防水工

③土砂化
•床版下面、排水ま
す周辺からの漏水

•舗装の異常箇所で
の土砂噴出

•舗装下面の滞水
•土砂化深さ

•輪荷重による
土砂化の進行

•舗装の異常が発生
している箇所で土
砂が噴出

延命

床版防水工
＋断面修復工＋切削
＋オーバーレイ

or 床版部分打替え
or 床版全面取替え

④深層
土砂化 同上

•外観で判別できな
い場合，削孔＋孔
内の観察

•床版上側鉄筋程度
までの深い土砂化

危機
管理

床版部分打替え
or 床版全面取替え

措置が
大掛かり
となり
コスト増

床版防水
のみなら
小コスト

【措置の方針】（損傷なし） 危機管理延命長寿命化（予防保全）
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1. 橋梁診断支援AIシステムは、システムが案を示し、管理者が最終的
に判断する使い方を想定し、判断の参考となる根拠や説明もあわせ
て出力します。

2. 土木研究所HPで、 RC床版とコンクリート桁を対象とした診断支援
AIシステムを無料でダウンロードできます。診断セットもあわせて
公開しています。

3. 利用時の出典の明記や第三者の権利（著作権等）を侵害しないこと、
診断ロジックを改変しないこと等を順守すれば、商用利用等の二次
利用も可能です。

まとめ

土木研究所HP

土研 診断AI 検索または
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